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はじめに

上下水道局長

有田 仁志

北九州市の下水道事業は、大正７年に事業着手し、平成３０年に節目となる１０
０周年を迎えました。
本市発足当初の昭和３８年の下水道普及率は約２％でしたが、トイレの水洗化な
どを望む市民の強い要望に応え、高度経済成長期には整備を加速し、市内全域に区
域を広げてきました。
普及率は、昭和５２年５０％、平成１８年に９９．８％に到達し、衛生環境の改
善や河川等の水質改善に大きな役割を果たしてきました。
特に、「死の海」と呼ばれた洞海湾や「どぶ川」と化していた紫川をはじめ、水
辺が市民の憩いの場として利用されるなど、本市の水環境が飛躍的に改善し、良好
な都市空間が形成されたことは、大きな成果です。
これも、ひとえに市民の皆様のご理解、ご協力と本市上下水道事業に携わった先
人たちのご尽力の賜物と深く感謝しております。
下水道事業１００周年を迎えるにあたり、これまでの歴史を振り返り、市民の皆
様に下水道事業に対する理解と協力に感謝を表すとともに、次の１００年につなげ
るために、『つなげよう次の１００年へ～下水道がつくる豊かな水・まち・暮ら
し」をキャッチコピーとして掲げ、平成２９年度から３０年度にかけて約２０の事
業に取り組んで参りました。
「北九州市下水道１００周年記念式典」や「下水道展’１８北九州」、「マンホー
ルサミットin北九州」などの実施、「北九州市下水道１００周年史」の発刊などを
通して、市民の皆様に、水環境改善や水害から市民を守る下水道の役割や重要性に
ついて理解を深めていただく機会となるよう努めてまいりました。
これから１００年先も、下水道は快適で安全・安心な市民生活を支える上で欠か
せない施設です。下水道１００周年を通過点として、良好な下水道を次世代に引継
ぎ、水害から市民を守る重要な役割を果たすことで、「住みよいまち・北九州市」
の更なる発展につなげていきます。
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事業の概要

１ 事業名 北九州市下水道１００周年記念事業

２ 事業期間 平成２９年８月～平成３０年１２月

３ 目的
北九州市の下水道は、大正７年に旧若松市で事業を開始し、平成３０
年に１００周年を迎えた。
これまでの１００年を振り返り、市民の下水道事業に対する理解と
協力に感謝するとともに、協力して頂いた皆様の「思い」や「技術」を
引き継ぎ、次の１００年につなげるために「北九州市下水道１００周年
記念事業」を実施した。

４ 事業のコンセプト
○先人の功績に感謝し、技術やノウハウを未来につなげる
○環境改善や浸水対策など下水道の役割や重要性を再認識する
○国や近隣市町村、海外の関係都市との連携を深める
○様々なイベントを通じて北九州市の魅力を発信する

５ キャッチコピー
『つなげよう次の１００年へ

～下水道がつくる豊かな水・まち・暮らし～』
６ 事業のテーマ
「下水道の歴史を振り返り、市民とともに祝う」
「下水道の役割を伝える」
「未来につなげる」

７ 事業内容
市民参加型のイベントを中心に約２０の事業を実施し、
約６万人が参加
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事業の概要

８ 実施体制
記念事業を６つのプロジェクトに分類し、局内関係課で構成する

プロジェクトチームを結成。（約１００名参加）各プロジェクトにつ
いて協議・進捗報告を実施するため、毎月１回程度会議を開催。
また、若手職員が中心となりＰＲ隊「ありったけの下水道の魅力を

伝え隊」を結成し、下水道１００周年記念事業の広報活動を企画立
案・実施。
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プロジェクトチーム
１．記念式典・広報活動

総務課（主担当）、広域事業課、営業課、若手職員によるＰＲ隊

２．下水道展’１８北九州
下水道計画課（主担当）、水道部計画課、設計課、配水管理課

３．記念史等作成
経営企画課（主担当）、下水道計画課

４．各種イベント
施設課（主担当）、東西浄化センター、水質管理課、浄水課、
各浄水所、水質試験所

５．記念講演会
下水道整備課（主担当）、東西工事事務所

６．国際会議
海外事業課（主担当）

事業統括
上下水道局長
下水道部長

下水道計画課保全担当課長

幹事会
・プロジェクトチーム主担当課の課長、係長で構成
（必要に応じて職員等も参加）
・各プロジェクトの協議・進捗報告
※事務局：下水道計画課



事業の概要

９ 事業の成果
（１）下水道事業の理解促進

◆各イベントにおける模型や映像等を活用した下水道の仕組みの
紹介、工事中の施設や浄化センター・ポンプ場の見学会等を通じ、
水環境改善や浸水被害の軽減など下水道の役割や重要性について
市民理解を促進した。
※下水道施設見学会等で実施したアンケートでは、９割以上の
方が下水道の仕組みや役割について理解が深まったと回答。

◆未来を担う子どもたちが多く参加（ポスターコンテスト：
２，８００人、下水道展’１８北九州：３，７００人など）し、
下水道の必要性を実感してもらう機会となった。
※子ども達のコメント（発見や驚き、感謝の声が多数）
・「下水道は見えないところでがんばっている『縁の下の力持ち』」

・「汚れた水が微生物できれいになる仕組みが良く理解できた」

・「普段入れない下水道施設に入り、貴重な体験ができた」 など

◆記念デザインマンホール設置やマンホールスタンプラリーの
実施等により、下水道を身近に感じてもらい関心や興味を
高めるとともに、メディア等で広く下水道事業をＰＲした。
※メディア（テレビ、ラジオ、新聞等）掲載件数：１４５件

（２）まちの賑わいづくり、北九州市の魅力を発信
◆「下水道展’18北九州」（4日間で約32,000人参加）や
「マンホールサミットin北九州」（約5,000人参加）など、全国から
多くの方が来場し、飲食や交通、宿泊など様々な経済効果を
創出した。
賑わいづくりや北九州市の魅力発信の観点からも大きな成果を
得られた。
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事業の概要

5

北九州市下水道１００周年記念事業一覧

【下水道の歴史を振り返り、市民とともに祝う】

1 デザインマンホール設置 ギラヴァンツ北九州 H29.8.19
ミクニワールドスタジアム
北九州 1,000

2 銀河鉄道９９９ H30.5.19
小倉駅周辺及び
北九州空港 1,000

3 下水道発祥の地「若松」 H30.7.21 若松区中川通り周辺 500

4 ポスターコンテスト H30.7.23 各区役所周辺 ―

5 下水道100周年記念式典 H30.7.23 北九州国際会議場 500

6 下水道パネル展 100年の歩み展示会を開催 H30.1～9
市内各所
(各区役所等) 2,000

7 ポスターコンテスト 市内小学4年生を対象に募集
H29

H30.7.23式典で表彰
― 2,800

8 下水道100周年記念誌、PR映像 100年の歴史をとりまとめた記念誌、映像 H30 ― ―

9
紫川周辺の水辺体験イベントと
連携した下水道PRブースを出展

下水道の日啓発イベント
(紫川フェスティバル)

H29.8.20
H30.8.26

勝山公園

10 紫川カヌー体験でのＰＲ
H29.8～10
H30.7～10

紫川周辺

11 桜町北湊雨水貯留管の見学会 H29.9～11 若松区 500

12 浄化センター、ポンプ場の見学会
H29.11.3
H30.5.6

戸畑ポンプ場
皇后崎浄化センター

2,400

13 親子ふれあい教室 親子で下水道の役割を学ぶ教室を開催
H29.8
H30.8

日明浄化センター 100

14 「下水道感謝祭」
北九州ー中津ウォーキングの
ゴール地点でPRブースを出展

H29.10.14 勝山公園 10,000

15 マンホールスタンプラリー デザインマンホールを巡るスタンプラリー H30.7～11 市内各所 1,300

16 マンホールサミットin北九州
下水道広報プラットホームによる
全国サミットを誘致

H30.11.3 北九州芸術劇場
リバーウォーク北九州ほか

5,000

17 マンホール広場整備 デザインマンホールを活用した広場を整備 H30.7 日明浄化センター 100

18 スイッピー学校訪問授業 小学校で下水処理の特別講義 H29.11～H30.2 市内小学校 400

19
若戸大橋・若戸トンネル無料化記念
感謝祭(下水道100周年PRブース)

下水道PRブースの出展 H30.12.1 若松区 300

20 「下水道展’１８　北九州」の開催 日本下水道協会による展示会を誘致 H30.7.24～27
西日本総合展示場
及び北九州国際会議場 32,000

21 下水道国際会議・シンポジウム
海外諸都市を招き
国やJICA等関係機関と連携

H30.7.25 北九州国際会議場 400

22 記念講演
下水道100周年記念式典と
あわせて実施

H30.7.23 北九州国際会議場 600

計 62,900

【下水道の役割を伝える】

【未来につなげる】

2,000

項目 日程 場所 参加者(人)



実施事業

１０ イベントの実施

平成２９年度 実施事業

実施日 事業名

平
成
29
年
度

８月１９日 ①ギラヴァンツ北九州デザインマンホール設置セレモニー

８月２０日 ②下水道の日啓発イベント

８月２２日 ③親子ふれあい教室

８～１０月 ④紫川カヌー体験でのＰＲ

９～３月 ⑤下水道ポスターコンテスト

１０月１４日 ⑥下水道感謝祭

９～１１月 ⑦桜町北湊雨水貯留管見学会

１１～２月 ⑧スイッピーの小学校訪問授業

１１月３日 ⑨下水道施設見学会

１～９月 ⑩パネル展
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実施事業

①ギラヴァンツ北九州デザインマンホール設置セレモニー

下水道１００周年記念事業のキックオフイベントとして実施。ギラヴァンツ北九
州公式クラブマスコット「ギラン」をデザインしたマンホールの設置セレモニーを
実施するとともに、上下水道局のブースを設置し下水道事業をＰＲ。

設置セレモニー 市長挨拶

上下水道局ブース

マンホールのデザイン

開催日 平成２９年８月１９日
会 場 ミクニワールドスタジアム北九州

参加者 約１，０００人
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実施事業

②下水道の日啓発イベント

紫川フェスティバルに、下水道１００周年ＰＲブースを設置。下水道のしくみを
説明するパネルの展示や、「もぐりんこ操作体験」、「微生物観察」、「トイ
レットペーパー溶解実験」、「缶バッチ作成体験」の各コーナーで下水道事業をＰ
Ｒ。

もぐりんこ操作体験 トイレットペーパー溶解実験

缶バッチ作成体験 上下水道局ブース

上下水道局ブース

開催日 平成２９年８月２０日、平成３０年８月２６日
会 場 勝山公園

参加者 約１，０００人
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実施事業

④紫川カヌー体験でのＰＲ

紫川カヌー体験に来場した方を対象に、水環境の保全に関する下水道の働きを伝
え、下水道事業をＰＲ。

ＰＲ状況 上下水道局ブース

開催日 平成２９年８月～１０月
平成３０年７月～１０月

会 場 紫川

参加者 約１，０００人
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③親子ふれあい教室

親子で上下水道について学んでもらうことを目的として、施設見学（プロジェク
ションマッピング、大雨体験等）、体験学習（顕微鏡操作体験、きき水体験等）を
実施。

施設見学 顕微鏡操作体験

開催日 平成２９年８月２２日、平成３０年８月２１日
会 場 日明浄化センターほか

参加者 約１００人



実施事業
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⑤下水道ポスターコンテスト

小学４年生を対象に、下水道をテーマにしたポスターコンテストを開催し、
最優秀賞（各区1点、計７点）を決定。最優秀賞作品は、デザインマンホールとし
て採用し、各区役所周辺に設置した。入選以上の作品は、「下水道展’18北九州」
等で展示。
・応募資格 北九州市内の小学４年生
・テーマ 下水道がつくる豊かな水・まち・暮らし
・応募数 ５４校、２，８１８点
・入賞等 最優秀賞７点、優秀賞２１点、入選１１９点

最優秀賞

開催日 平成２９年９月１日～平成３０年３月５日
会 場 市内全域

参加者 ２，８１８人

門司区 小倉北区

小倉南区 若松区 八幡東区

八幡西区 戸畑区



実施事業
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⑥下水道感謝祭

北九州ー中津ウオーキングのゴール地点である勝山公園で、下水道○×クイズや
アトラクションショーなど、多彩なステージイベントを実施。
また、旧五市のマンホール展示、下水道管検査ロボットの操作体験、下水道で働
く“機械”の実演やドローンのデモ、微生物観察コーナー等で下水道事業をＰＲ。

上下水道ブース マンホール展示

ステージイベント 下水道○×クイズ

フォトブース バックホウ乗車体験

開催日 平成２９年１０月１４日
会 場 勝山公園

参加者 約１０，０００人



実施事業
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⑥下水道感謝祭



実施事業
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⑥下水道感謝祭



⑦桜町北湊雨水貯留管見学会

若松区で整備中の桜町北湊雨水貯留管の見学会を実施するとともに、事業エリ
アの小学生を対象に、地下２０ｍにある貯留管内部に夢や思い出など、それぞれ
のテーマで思い思いの絵を描いていただいた。

説明会の様子 見学会

タイムトンネル事業 タイムトンネル事業

子どもたちからの手紙 子どもたちからの手紙

実施事業

開催日 平成２９年９月２５日～１１月７日
会 場 桜町北湊雨水貯留管（若松区）

参加者 約５００人
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実施事業

⑨下水道施設見学会

「JR九州ウオーキング」とのコラボ企画で、ウオーキングのコース上で下水道
施設の見学会を実施。戸畑ポンプ場の地下2階まで降りていただき、ポンプの巨
大さや、その役割を見学。

見学会の様子（地上） 説明の様子（地下２階）

開催日 平成２９年１１月３日
会 場 戸畑ポンプ場

参加者 約１，５００人
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⑧スイッピーの小学校訪問授業

スイッピーと職員が市内小学校を訪問し、体験型の授業を実施。
授業では、下水の生物処理で活躍する微生物（活性汚泥）の顕微鏡観察や、
下水に流せるトイレットペーパーと流せないティッシュペーパーの溶け方、流れ
方の観察などを実施。

授業の様子 顕微鏡操作体験

開催日 平成２９年１１月２日～平成３０年２月６日
会 場 各小学校

参加者 約４００人



実施事業

小倉北区役所 若松区役所

商業施設 商業施設
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⑩パネル展

下水道の歴史・仕組みや重要性を紹介するパネル展を各区役所や大型商業施設
等で開催。あわせて、ポスターコンテストの優秀作品の展示も実施。

開催日 平成３０年１月４日～９月２日
会 場 各区役所、商業施設

参加者 約２，０００人



実施事業

平成３０年度 実施事業

実施日 事業名

平
成
30
年
度

４月１日
～

１２月３１日
①ラッピングバスの運行

５月６日 ②下水道施設見学会

５月１９日 ③「銀河鉄道９９９」デザインマンホール設置セレモニー

７月～９月 紫川カヌー体験でのＰＲ（Ｐ９参照）

７月２１日
～

１１月４日
④マンホールスタンプラリー

７月２１日 ⑤北九州市下水道発祥の地 若松
デザインマンホール設置セレモニー

７月２３日 ⑥北九州市下水道１００周年記念講演会

〃 ⑦北九州市下水道１００周年記念式典・レセプション

７月２４日
～

７月２７日
⑧下水道展’１８北九州

７月２４日 ⑨マンホール広場 オープニングセレモニー

７月２５日 ⑩下水道国際会議・シンポジウム

８月２１日 親子ふれあい教室（Ｐ９参照）

８月２６日 下水道の日啓発イベント（Ｐ８参照）

１１月３日 ⑪マンホールサミットｉｎ北九州

１２月１日 ⑫若戸大橋・若戸トンネル無料記念感謝祭でのＰＲ

17



②下水道施設見学会

「JR九州ウオーキング」とのコラボ企画で、ウオーキングのコース上で下水道
施設の見学会を実施。浄化センター内を見学いただき、その役割や重要性につい
てＰＲ。

見学の様子 アンケート

実施事業

デザイン

18

①ラッピングバスの運行

本市下水道発祥の地である若松区を中心に小倉・黒崎・折尾・戸畑をつなぐ
市営バスの車体に、北九州市下水道１００周年のデザインを施したラッピング
バスを運行。

開催日 平成３０年４月１日～１２月３１日
会 場 北九州市内

参加者 ー

開催日 平成３０年５月６日
会 場 皇后崎浄化センター

参加者 約９００人



③銀河鉄道９９９デザインマンホール設置セレモニー

北九州市ゆかりの漫画家である松本零士氏の代表作「銀河鉄道９９９」と
連携したデザインマンホールを９種類製作。小倉駅JAM広場にて、松本零士氏参加
のもと、設置セレモニーを実施。

設置セレモニー 市長挨拶

松本零士氏挨拶 トークイベント

会場の様子 案内看板へのサイン

実施事業
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開催日 平成３０年５月１９日
会 場 小倉駅ＪＡＭ広場

参加者 約１，０００人



③銀河鉄道９９９デザインマンホール設置セレモニー

実施事業
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③銀河鉄道９９９デザインマンホール設置セレモニー

実施事業

21



④マンホールスタンプラリー

本市のデザインマンホール（２４種類２５箇所：ギラヴァンツ北九州、世界遺
産、銀河鉄道９９９、北九州市下水道発祥の地 若松、ポスターコンテスト最優秀
賞作品）をめぐるマンホールスタンプラリーを開催。

アプリ操作画面

実施事業
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開催日 平成３０年７月２１日～１１月４日
会 場 北九州市内

参加者 約１，３００人



④マンホールスタンプラリー

実施事業
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④マンホールスタンプラリー

実施事業
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実施事業
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⑤北九州市下水道発祥の地若松デザインマンホール
設置セレモニー

北九州市下水道発祥の地である若松区をイメージしたデザインマンホール６種類
を製作。若松みなと祭り開会式典にて、デザインマンホールのお披露目を実施。
祭り会場では、デザインマンホールのシールラリーを実施。

市長挨拶 設置セレモニー

設置セレモニー 上下水道ブース

開催日 平成３０年７月２１日
会 場 若松区中川通り

参加者 約５００人



⑤「北九州市下水道発祥の地「若松」デザインマンホール

実施事業
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実施事業

27

⑥北九州市下水道１００周年記念講演会

「さかなクン」を講師に招き、小学生以下の子どもたちを対象に魚や水環境を
テーマとした講演の他、下水道のことをクイズ形式で学ぶ「下水道啓発コーナー」
を実施。（申込総数１，７５９人）

受付 展示

司会（水の天使、立山律子氏） 市長挨拶

講演の様子 会場の様子

開催日 平成３０年７月２３日
会 場 北九州国際会議場

参加者 約６００人



⑥北九州市下水道１００周年記念講演会

実施事業
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⑥北九州市下水道１００周年記念講演会

実施事業
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⑦北九州市下水道１００周年記念式典・レセプション

北九州市下水道１００周年を記念して、多くのご来賓出席の下、これまでの１０
０年を振り返り、先人のご苦労に改めて感謝しつつ、次の１００年に向け思いを新
たにする記念式典・レセプションを実施。
◆ 次 第 １．市長挨拶

２．来賓祝辞
国土交通省、総務省、福岡県、北九州市議会

３．北九州市下水道１００年のあゆみ紹介

４．下水道功労表彰
日本下水道協会、日本下水道事業団、日本下水道新技術機構
北九州市環境衛生総連合会、北九州市自治会総連合会、蘇水会

５．ポスターコンテスト表彰（デザインマンホールお披露目）

受付 市長挨拶

来賓祝辞 １００周年のあゆみ紹介

実施事業
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開催日 平成３０年７月２３日
会 場 北九州国際会議場

参加者 約５００人



実施事業

31

⑦北九州市下水道１００周年記念式典・レセプション

功労者表彰 功労者表彰

ポスターコンテスト表彰 会場の様子

鏡開き アトラクション



⑧下水道展’１８北九州

北九州市下水道１００周年を記念して、下水道の最新技術・機器等の展示紹介等
を行う「下水道展」（主催：日本下水道協会）を誘致。
自治体の展示コーナーでは、下水道展における全国初の試みとして、本市を含む
九州管内の１６自治体により、「オール九州・下水道コーナー」を設置し、共同で
展示を実施。パブリックゾーンは、過去５年間で最大の約７，０００人（うち子ど
もたちは３，７００人）来場。
【実施内容】
①展示会
・水関連企業のブース展示 ・公共団体のブース展示
・オール九州・下水道コーナー

②併催行事
・下水道研究発表会、テクニカルツアー、シンポジウム等

③賑わいの創出
・おもてなしサイトの設置
（九州各県のご当地グルメコーナー、休憩所、北九州ＰＲステージ）
・屋外コーナーの設置
（熱気球の係留飛行、地震体験車での模擬体験）

④その他
・北九州市下水道１００周年記念切手を販売

＜参考＞パブリックゾーン来場者数

実施事業
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開催日 平成３０年７月２４日～２７日
会 場 西日本総合展示場

参加者 約３２，０００人

開催場所 来場者数（人）

’１８北九州 ６，７４４

’１７東京 ４，０００

’１６名古屋 ３，４５０

’１５東京 ４，９５０

’１４大阪 ３，６５０

’１３東京 ４，７５０



実施事業
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⑧下水道展’１８北九州

開会式 来賓挨拶

受付 オール九州・下水道コーナー

テクニカルツアー おもてなしサイト

テクニカルツアー
屋外コーナー 小倉駅でのPR



⑧下水道展’１８北九州

実施事業
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⑧下水道展’１８北九州

実施事業
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⑧下水道展’１８北九州

実施事業
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⑨マンホール広場 オープニングセレモニー

本市のデザインマンホールを一堂に集めたマンホール広場のオープニング
セレモニーを開催。本市のデザインマンホール他、北九州都市圏域の６市
１１町のマンホールや、本市とつながりの深いアジアの4都市（中国・大連市、
ベトナム・ハイフォン市、カンボジア・プノンペン都、インドネシア・ジャカル
タ特別州）のマンホールを展示。
マンホール蓋を寄贈して頂いた海外都市への感謝状の贈呈や、広場オープンの
テープカット等を実施。

感謝状贈呈 ポスターコンテスト受賞者の紹介

会場の様子 テープカット

マンホール広場 見学の様子

実施事業

37

開催日 平成３０年７月２４日
会 場 日明浄化センター

参加者 約１００人



実施事業

38

⑩下水道国際会議・シンポジウム

世界の水問題についての第一人者である国連大学沖大幹氏が、「SDGsの目標
達成に向けて、日本ができること」をテーマに講演。
また、本市とつながりの深いアジアの4都市（中国・大連市、ベトナム・ハイ
フォン市、カンボジア・プノンペン都、インドネシア・ジャカルタ特別州）の下水
道担当者を交えたパネルディスカッションを実施し、本市のこれまでの国際技術協
力の成果と今後の取組について参加者と共有。
なお、国土交通省と環境省主催の「アジア汚水管理パートナーシップ（AWaP；
エイワップ）」の第一回総会及びシンポジウムも同日開催され、参加各国の今後の
汚水管理の取組に活発な議論がなされた。

沖 大幹氏の講演 パネルディスカッション

会場の様子 エイワップ総会冒頭記念撮影

開催日 平成３０年７月２５日
会 場 北九州国際会議場

参加者 約４００人



⑩下水道国際会議・シンポジウム

実施事業
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⑪マンホールサミットｉｎ北九州

下水道及びマンホールの魅力を伝えるトークイベントや本市を始め、福岡県内
及び全国で人気のあるマンホール展示、グッズ販売会等を通して、下水道事業をＰ
Ｒ。

特別対談 スペシャルトーク

リレートーク（行政マンホーラー） トーク会場の様子

下水道事業の紹介 マンホールカード展示

実施事業

40

開催日 平成３０年１１月３日
会 場 北九州芸術劇場・リバーウォーク北九州ほか

参加者 約５，０００人



⑪マンホールサミットｉｎ北九州

マンホール展示 グッズ販売会

併催イベント（飲食ブース） 併催イベント（マンホール輪投げ）

併催イベント（マンホールぬりえ） 併催イベント（マンホール拓）

実施事業
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⑪マンホールサミットｉｎ北九州

実施事業
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⑪マンホールサミットｉｎ北九州

実施事業
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⑪マンホールサミットｉｎ北九州

実施事業
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⑫若戸大橋・若戸トンネル無料化記念感謝祭でのＰＲ

若戸大橋・若戸トンネル無料化記念感謝祭において、マンホールシールラリー、
ペーパーウェイト作成等の下水道事業ＰＲブースを設置。

ブースの様子 ペーパーウェイト作成

その他ＰＲ

下水道事業のＰＲや各イベントの事前告知のため、下記項目を実施。
・市内駅前でのイベント告知
・ＰＲ看板設置（皇后崎浄化センター等）
・テレビ、ラジオ出演
・市政だより等への寄稿
・ＳＮＳでのＰＲ
・わっしょい百万夏祭り等市内イベントでのＰＲ

市内駅前でのイベント告知

実施事業
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開催日 平成３０年１２月１日
会 場 若松区

参加者 約３００人



ＰＲ看板設置（楠橋ポンプ場） テレビ・ラジオ出演

市政だよりでの広報 各イベントでの広報

実施事業
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実施事業

１１ 刊行物等の作成
（１）北九州市下水道１００年史

下水道の普及促進にご尽力いただいた先人の知恵と苦労、環境を
大切にする市民の思いと歴史を当時の貴重な写真やエピソードで紹介。

◆発行部数

６２０部

◆配布先

記念式典への出席者、国・県など下水道関係者、国立国会図書館、

北九州市立図書館、文書館、各区役所など

※上下水道局ホームページで閲覧可能。
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（２）記念切手
日本郵政株式会社の協力により、デザインマンホール等を図柄とした
記念切手シートを２種類製作し、下水道展’１８北九州の会場等で販売。

◆販売枚数

１５００枚（各シート７５０枚×２種類）

◆デザイン

販売状況

実施事業
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実施事業

（３）記念映像「私たちの下水道」
下水道事業に着手してから現在までの歴史をまとめた記念映像を製作。
フリーアナウンサー川上政行氏が北九州市下水道100年の歴史や水環境
改善、浸水対策、国際技術協力等の取組みを紹介。
記念映像は、北九州市下水道事業１００周年記念式典等で上映し、

上下水道局ホームページ等で公開。

（４）ＰＲ動画「もし、下水道がなかったら」
普段当たり前のように使っている下水道がもしなかったらをテーマに

“水環境改善編”、“浸水対策編”、“下水道管の維持管理編”の３種類の
ＰＲ動画を作成し、下水道100周年記念事業のイベントや小倉駅ＪＡＭ
広場等のモニターでも放映。

水環境改善編 浸水対策編

下水道管の維持管理編

49



実施事業

（５）啓発映像「スイッピーの下水道大冒険」
上下水道局マスコットの「スイッピー」が北九州市を冒険しながら、

下水道の役割や重要性をクイズ形式で伝える啓発映像を製作し、北九州市
下水道１００周年記念講演会や、下水道展’18北九州等で公開。

（６）下水道啓発ポスター
下水道啓発ポスター製作し、各イベントや市施設、JRの各駅等で掲示。
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実施事業
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52

実施事業
（７）パンフレット・チラシ

北九州市下水道１００周年のあゆみや各事業について紹介するパンフレット
を作成し、下水道100周年記念事業のイベントで配布。



53

実施事業
（８）ＰＲグッズの作成・配布
○下水道啓発グッズを作成し、下水道１００周年をＰＲ。
・ロゴマーク
・ポロシャツ、ウインドブレーカー
・のぼり旗
・下水道事業１００周年特設ホームページ 等

ポロシャツ・ウインドブレーカー 下水道事業１００周年特設ホームページ

○下水道100周年記念事業のＰＲ及び下水道事業啓発のため、ノベルティを
作成し、各イベントで配布。
・缶バッチ
・クリアファイル
・うちわ
・マンホールカード 等

缶バッチ うちわ

クリアファイル マンホールカード
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参考資料
（１）各イベントでのアンケート（下水道施設見学会等）

○下水道の役割や重要性について理解が深まったか
（回答数：約３，０００名）

○下水道啓発のイベントに再度参加したいか
（回答数：約２，６００名）

「よくわかった」、「わかった」が
９割以上

「参加したい」が９割以上
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参考資料
（２）下水道展’１８北九州でのアンケート

○来場した感想(回答数約1,000名)

○下水道啓発のイベントに再度参加したいか

○興味を持った企画(回答数約1,000名)

「たいへん満足した」、
「満足した」が約９割

下水道の役割や仕組みを紹介する
「オール九州・下水道コーナー」
が最も高い評価



（３）メディア掲載件数

取材状況

56

参考資料

メディア名 掲載件数

新聞 ４７件

専門紙 ５４件

テレビ ３１件

ラジオ １３件

合計 １４５件



（４）若手職員によるＰＲ隊「ありったけの下水道の魅力を伝え隊」
の活動実績
下水道１００周年記念事業のＰＲ活動の企画立案・実施するため、月に２回
程度の企画会議を実施（計１２回実施）

○主な実施内容
・ SNS（フェイスブック、ツイッター等）でのイベント告知
・テレビ、ラジオでのＰＲの企画、実施
・新聞、専門誌、雑誌等でのＰＲの企画、実施
・駅前ビジョン等を利用した広報
・広報パネル、看板、懸垂幕、グッズ等の作成
・市内各所でのＰＲ（展示等）
・市内各イベントでのＰＲ

企画会議の様子 ＰＲの様子（展示）

ＳＮＳでの告知
57

参考資料




